
　１月12日・13日の２日間、吾平町麓の商店街約
250mを歩行者天国にして「第14回名物あいら木市祭」
が開催されました。
　吾平地区の冬の風物詩として有名な木市祭は、商
店街の活性化と地域振興を目的に行われているもの
で、通りの両側には、地元の商店街及び加工グルー
プや、花き園芸農家など約100店舗が出店。キンカン
やハッサク、ウメなどの苗木や手作り加工品が販売
されたほか、太鼓演奏や歌謡ショー、お楽しみ抽選
会などもあり、２日間で約8,000人が訪れました。

ま  ち  の  話  題

　１月８日、創部４年目で、出場
チームのレベルが高いと称される
全九州・日本太鼓ジュニアコンクー
ルに出場した鹿屋農業高校太鼓部
「魂

こころ

」が市役所を表敬訪問しました。
　部員全員が高校から太鼓を始め
たという同部は、現在、地域の行
事や福祉施設などで演奏を披露。
主将の藤井さやかさんは「みんな
に喜んでもらえるような太鼓演奏
をしたい」と話してくれました。

　１月16日から18日まで、肝属中
央家畜市場で今年の子牛の初せり
が行われ、３日間で約1,500頭の
子牛がせりにかけられました。
　配合飼料や原油の価格高騰など
の影響が心配されましたが、平均
落札額は464,337円と、高値でせ
り落とされ、関係者を安心させま
した。また、曽於中央家畜市場で
も１月22日から25日まで、子牛の
初せりが行われました。

　１月21日に鹿屋・吾平、串良で、
１月25日には、輝北で葉たばこの
種まきが行われました。
　葉たばこの種は、非常に小さい
ため土と均等に混ぜてからまかれ、
15日ほどで発芽します。畑に定植
後、５月下旬から７月末まで収穫
が行われ、１週間程度乾燥されま
す。種まきに参加した生産農家等
は、豊作を祈りながら、心を込め
てまいていました。

　１月７日、輝北町の輝北コミュニティセンターで、
新春恒例の「合同七草祝い」が開催されました。
　この七草祝いは、輝北地区の小学校へ入学する子
どもたちの健やかな成長を願い毎年行われているも
ので、華やかな衣装を身にまとった子どもたち33人
が参加。当日は、保護者や来賓が見守る中、記念品
贈呈やおはなしグループ「ちいさなくれよん」によ
る絵本の読み聞かせなどが行われ、参加した保護者
など全員で、子どもたちが元気で伸び伸びと成長し
てくれることを願いました。

AIRA吾平 輝北 KIHOKU
合同七草祝いを開催合同七草祝いを開催名物あいら木市祭に名物あいら木市祭に

約8,000人が訪れる約8,000人が訪れる

子牛の初せりが行われる子牛の初せりが行われる葉たぼこのたねまき葉たぼこのたねまき
KANOYA鹿屋鹿屋農業高校  太鼓部が鹿屋農業高校  太鼓部が

表敬訪問表敬訪問

Town  Topics

　２月３日から10日までの８日間、リナシティかの
やギャラリーで、「第26回鹿屋市美術展」が開催され
ました。
　洋画、日本画、デザイン、彫刻、工芸、写真の６
部門に253点の応募があり、入賞作品49点、入選作品
148点が選考されました。
　会場には、最高賞の市美術展大賞を受賞した向吉
文男さんの洋画「群鳥」をはじめ、207点が展示され
ました。また、小中学生を対象にしたジュニア展も
同時に開催され、期間中は、約3,000人の鑑賞者が訪れ、
作品に見入っていました。

　２月24日、湯遊ランドあいらで、
20講座21教室で312人が学んだ「平
成19年度吾平地域市民講座の閉講
式」が行われました。
　式では、ソフトテニス講座を受
講した別府里

り え

枝さんの体験発表を
はじめ、大正琴やヨガなどの受講
生が日ごろの成果を披露。中でも、
おそろいの衣装で踊りを発表した
フラダンスや社交ダンスの講座生
が式を盛り上げました。

　２月10日、輝北コミュニティセ
ンターで「輝北町文化講演会」が
開催されました。
　当日は、市民など約100人が参
加。文化協会の各団体による舞踊
などの舞台発表のほか、旧横川町
と旧吉田町の教育長として活躍し
た芝貞夫先生による「明るく、楽
しく生きてみたい～私の願望～」
と題した講演会が行われ、参加者
は熱心に聞き入っていました。

　２月24日、串良公民館別館大
ホールで、「平成19年度串良生涯
学習講座・同好会発表会」が開催
されました。
　発表会では、日本舞踊や民謡な
どの講座生や同好会が、これまで
学習した成果を披露すると、観客か
ら大きな拍手が送られていました。
　また、２月24日から３月１日の
間、公民館ロビーで、陶器や絵画
などの展示発表もありました。

　２月17日、市文化会館で「平成19年度鹿屋市生涯
学習大会」が開催されました。
　当日は、公民館や学習センターなどで、１年間学
習した16団体による舞台発表や社会教育功労者など
の表彰が行われたほか、タレントで園芸家の柳生真
吾さんによる講演会も行われ、観客は楽しい時間を
過ごしていました。
　また、会場周辺では、実演コーナーもあり、多く
の人でにぎわいました。
　なお、２月13日から17日まで、市中央公民館で、
作品の展示発表も行なわれました。

　２月26日、リナシティ
かのやホールで、「菜の
花プロジェクトシンポ
ジウムinかのや」が開催
され、約350人が参加し
ました。
　菜の花プロジェクト
は、菜の花を活用した
資源循環型社会を目指
す取り組みです。シン
ポジウムでは、藤井絢
子さんの講演会や、県トラック協会が、鹿屋農業高
校などと協力して、休耕田を利用して作った菜の花
から搾油した菜種油と廃食油、軽油を混合した燃料
での走行実験や、その走行実験で確認した二酸化炭
素の削減効果などを発表しました。
　また、岩下清香さんのミニライブや、菜の花トー
クショーがあり、参加者は、資源循環サイクルの大
切さを実感していました。

　２月17日、串良町細山田の
山宮神社で春祭りが開催され
ました。
　神事のあと、堂園、馬

ま か け

掛、生
い く る す

栗須町内会の正月踊
り（棒踊り）が奉納され、かぎ引き奉納では、双方
が引き分け。また、２組のユーモラスな田打ちも奉
納され、詰めかけた大勢の見物客の笑いを誘ってい
ました。   
　最後は、神官の神事の後、庭

にわとこ

常の若芽と種モミが
まかれ、再び棒踊りが奉納されました。
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　２月17日、上高隈町の中津神社で、豊作と林業の
発展を祈念する「かぎ引き祭り」が行われました。
　勝った地区にその年の豊作が約束されるかぎ引き
祭りは、かぎ状になった雄木と二股になった雌木の
2本の神木を絡ませ、上高隈地区と下高隈地区に分か
れて引き合う勇壮な伝統行事で、約350年以上の歴史
を持ち、市の無形民俗文化財にも指定されています。
　新しく建てられた社の前で、両地区の住民が威勢
の良い掛け声とともに引き合った結果、祭り史上初
めての引き分けとなり、今年は、両地区に豊作が約
束されました。
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　２月24日、串良町下
小原の万八千神社で、
「祈年祭」が行われまし
た。
　この祈年祭は、五穀
豊じょうと無病息災を
願う同神社に伝わる伝
統行事。木彫りの牛と
モガを使って苗代をつ
くり、神主が稲の種モ
ミをまく神事の後、小
中学生、高校生、青年
が５組に分かれて棒踊
りを奉納しました。
　また、集落の家々を、
棒踊りをしながら回り、
最後は、下小原駅跡に
ある水神様に踊りを奉
納しました。
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